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問題 50.1. 次の各問に答えなさい。

(1) [−1, 1] 上の関数 f, g が次の性質を満たすとする。
(a) g は [−1, 1] 上で有界である。
(b) f は [−1, 1] 上で連続である。
(c) f(0) = 0.
このとき、h(x) = f(x)g(x) は x = 0 で連続であることを示しなさい。

(2) 前小問で、f, g が (a),(b)をみたすが (c)を満たさないとき、h(x) = f(x)g(x) は
x = 0 で連続とは限らない (反例が存在する)ことを示しなさい。

問題 50.2. 閉区間上の連続関数 f : [0, 1] → Rは有界であることを問題 11.1の結果 ([0, 1]
上の有界連続関数は最大値を持つ)を既知として、f と arctan(x) との合成関数を援用し
て証明せよ。(arctan(x) の性質と、問題 11.1の結果 (その他本講義で証明した結果)をど
う使ったかをできるだけ詳しく述べること。)

答えは下の線より下にかくこと。多い場合は裏にまわっても良い。


